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【手続補正書】
【提出日】平成25年7月1日(2013.7.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明に係る加湿装置は、含水性を有するとともに、通気可能な加湿フィルタと、該加
湿フィルタを収容保持する円盤形の保持枠と、該保持枠を回転駆動する駆動手段と、前記
加湿フィルタの下部が浸漬する水槽と、前記加湿フィルタに空気を通し、気化水分を含む
湿り空気を送り出す送風ファンと、を備える加湿装置であって、前記駆動手段は、回転駆
動源と、前記保持枠の一面から張り出すように設けられており前記保持枠よりも小径の円
環状をなす伝動環と、該伝動環に転接し前記回転駆動源の回転を前記伝動環に伝える伝動
ローラと、を有し、前記保持枠の前記一面には、前記伝動環の内側に第１開口が、外側に
第２開口がそれぞれ設けられ、前記送風ファンによって発生する空気の流れは前記第１開
口を通過し、前記水槽内の貯留水は前記第２開口を経て前記保持枠内に侵入して前記加湿
フィルタに吸収され、前記回転駆動源は、前記保持枠の外周の外側に配置されていること
を特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　また本発明に係る加湿装置の前記回転駆動源は、前記伝導環が張り出す方向と同じ方向
に向けて配されていることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　また本発明に係る加湿装置の前記回転駆動源は、駆動モータと、該駆動モータの回転を
前記伝動ローラに伝える駆動ギアとを有することを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　含水性を有するとともに、通気可能な加湿フィルタと、
　該加湿フィルタを収容保持する円盤形の保持枠と、
　該保持枠を回転駆動する駆動手段と、
　前記加湿フィルタの下部が浸漬する水槽と、
　前記加湿フィルタに空気を通し、気化水分を含む湿り空気を送り出す送風ファンと、を
備える加湿装置であって、
　前記駆動手段は、回転駆動源と、前記保持枠の一面から張り出すように設けられており
前記保持枠よりも小径の円環状をなす伝動環と、該伝動環に転接し前記回転駆動源の回転
を前記伝動環に伝える伝動ローラと、を有し、
　前記保持枠の前記一面には、前記伝動環の内側に第１開口が、外側に第２開口がそれぞ
れ設けられ、前記送風ファンによって発生する空気の流れは前記第１開口を通過し、前記
水槽内の貯留水は前記第２開口を経て前記保持枠内に侵入して前記加湿フィルタに吸収さ
れ、
　前記回転駆動源は、前記保持枠の外周の外側に配置されていることを特徴とする加湿装
置。
【請求項２】
　前記回転駆動源は、前記伝導環が張り出す方向と同じ方向に向けて配されていることを
特徴とする請求項１に記載の加湿装置。
【請求項３】
　前記回転駆動源は、駆動モータと、該駆動モータの回転を前記伝動ローラに伝える駆動
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ギアとを有することを特徴とする請求項１または２に記載の加湿装置。
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